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下江議長

議
会
か
ら
の
報
告
（
中
西
副
議
長
）

抜
粋

■
打
桐
／
企
画
段
階
か
ら
当
日
参
加

者
の
ベ
ク
ト
ル
が
一
致
す
る
集
会
に

な
る
よ
う
に
と
思
い
実
行
委
員
会
に

参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
や
目
標
に

主
観
的
な
発
言
を
尊
重
で
き
る
前
向

き
な
仲
間
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

■
小
野
田
／
今
回
市
民
ま
ち
づ
く
り

集
会
で
「
女
性
」
を
取
り
上
げ
た
事

は
市
に
と
っ
て
革
新
的
な
事
で
あ
り
、

こ
の
視
点
は
、
市
民
が
市
政
に
参
加

す
る
一
歩
と
し
て
有
効
だ
っ
た
と
言

え
ま
す
。

　

今
後
は
、
集
会
で
得
た
も
の
を
行
動

に
移
す
た
め
の
施
策
が
必
要
で
す
ね
。

■
白
井
／
市
民
委
員
、
担
当
職
員
の

相
当
な
労
力
と
と
も
に
税
金
を
投
入

し
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
の
ま
ち
づ
く

り
集
会
の
基
本
が
、「
結
論
を
持
た
な

い
」「
情
報
の
共
有
」
と
い
う
前
提
に

違
和
感
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。

　

行
動
に
結
び
つ
か
な
い
議
論
で
は
、

市
民
の
共
感
は
広
が
ら
な
い
で
し
ょ
う
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
に
「
女
性
」
が
取

り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

世
界
各
国
の
男
女
平
等
の
度
合
い

を
指
数
化
し
た
世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ

ム（
Ｗ
Ｅ
Ｆ
）の
2
0
1
6
年
版「
ジ
ェ

ン
ダ
ー
・
ギ
ャ
ッ
プ
指
数
」
で
、
日

本
の
順
位
は
調
査
対
象
1
4
4
カ
国

の
う
ち
1
1
1
位
に
な
っ
た
そ
う
で

す
。

　

同
指
数
は
女
性
の
地
位
を
経
済
、

教
育
、
政
治
、
健
康
の
４
分
野
で
分

析
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
集
会
で
、
新
城
市
民
が
女

性
の
置
か
れ
て
い
る
状
況
を
考
え
る

機
会
に
な
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
し
た

て
い
く
こ
と
が
、
議
会
だ
か
ら
こ
そ

で
き
る
活
動
で
は
な
い
か
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

政
策
を
執
行
す
る
市
長
と
、
社
会

で
活
動
さ
れ
て
お
ら
れ
る
市
民
の

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
役
は
議
会
が
務
め

る
こ
と
で
あ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す

の
で
、
私
た
ち
議
会
も
地
域
に
出
か

け
、
女
性
の
声
を
集
め
、
そ
れ
を
政

策
に
生
か
し
て
い
き
ま
す
。』

　
『
平
成
２３
年
９
月
定
例
会
で
新
城
市

議
会
基
本
条
例
を
制
定
し
、
市
議
会

の
進
む
べ
き
方
向
性
を
明
ら
か
に
い

た
し
ま
し
た
。

　

全
国
的
な
人
口
減
少
社
会
の
中
、

こ
の
新
城
市
に
お
い
て
も
、
自
治
基

本
条
例
に
謳
わ
れ
て
お
り
ま
す
よ
う

に
「
老
若
男
女
み
ん
な
が
当
事
者
と

な
っ
た
ま
ち
づ
く
り
」
の
実
現
は
、

市
議
会
と
し
て
も
最
重
要
の
政
策
課

題
で
あ
る
と
捉
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
市
内
各
所
で
頑
張
っ

て
お
ら
れ
る
女
性
市
民
の
皆
さ
ん
の

頑
張
り
の
幾
つ
か
の
「
点
」
を
、
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
な
ど
で
「
線
」
に
結
び
、

い
ず
れ
は
市
域
全
体
が「
面
」と
な
り
、

人
や
経
済
が
活
性
化
し
、
交
流
が
活

発
に
行
わ
れ
る
こ
と
で
市
は
元
気
に

な
る
と
考
え
ま
す
。

　

今
後
一
層
議
会
と
し
て
、
女
性
の

皆
さ
ん
の
声
を
お
聞
き
し
な
が
ら
、

暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を
考
え

が
、
話
し
合
い
を
深
め
る
に
は
時
間

が
足
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

改
め
て
話
し
合
い
が
必
要
な
テ
ー

マ
だ
と
言
え
ま
す
。

　

グ
ル
ー
プ
毎
に
「
女
性
自
身
が
成

功
事
例
を
作
る
」「
男
女
で
区
別
さ
れ

な
い
地
域
を
つ
く
る
」「
男
も
女
も
企

業
も
意
識
改
革
」「
男
・
行
政
が
女
性

の
活
動
し
や
す
い
環
境
を
作
る
」
な

ど
、
い
ろ
い
ろ
な
話
し
合
い
が
さ
れ

ま
し
た
。

　

新
城
市
に
は
、
市
民
自
治
社
会
を

め
ざ
し
て
「
自
治
基
本
条
例
」
が
制

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
条
例
に
「
市
民
ま
ち
づ
く
り

集
会
」
の
年
1
回
以
上
の
開
催
が
決

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

市
民
、
議
会
、
行
政
が
一
堂
に
会
し
、

こ
れ
か
ら
の
新
城
市
の
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て
話
し
合
い
、
情
報
を
共
有
す
る

場
所
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

去
る
11
月
27
日
、
第
5
回
市
民
ま

ち
づ
く
り
集
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
城
文
化
会
館
の
大
会
議
室
に

1
3
0
人
の
市
民
（
議
員
、
市
職
員

含
む
）
が
集
い
、「
女
性
（
あ
な
た
）

が
未
来
（
ま
ち
）
を
変
え
る
」
を
テ
ー

マ
に
話
し
合
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
1
3
0
人
の
内
訳
は
、
男

87
人
、
女
43
人
。

　

２
0
0
0
人
の
無
作
為
抽
出
で
郵

送
に
よ
る
参
加
募
集
で
の
参
加
46
人
。

　

ほ
か
は
、
各
地
区
の
代
表
区
長
、

市
の
各
種
審
議
会
委
員
、
議
員
、
市

職
員
な
ど
で
し
た
。

　

中
学
生
の
参
加
も
あ
り
ま
し
た
が
、

平
均
年
齢
の
高
い
集
ま
り
で
し
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
れ
ば
、
80
％
を

超
え
る
参
加
者
が
、
ま
ち
づ
く
り
集

会
の
目
的
は
達
成
し
て
い
る
と
回
答

し
て
い
ま
す
が
、「
市
民
に
浸
透
し
て

い
な
い
」「
一
般
市
民
参
加
が
少
な
い
」

と
い
う
指
摘
も
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
議
会
と
し
て
は
、
当
日

参
加
す
る
の
み
で
、
準
備
か
ら
当
日

の
運
営
ま
で
、
公
募
市
民
で
構
成
さ

れ
る
実
行
委
員
会
と
担
当
職
員
が
す

べ
て
を
担
っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
、
実
行
委
員
会
か
ら
の
要
請

も
あ
り
、
初
め
て
準
備
段
階
か
ら
議

会
が
関
わ
り
ま
し
た
。

　

実
行
委
員
会
に
各
常
任
委
員
会
か

ら
、
打
桐
議
員
（
総
務
消
防
委
員
会
）、

小
野
田
議
員
（
厚
生
文
教
委
員
会
）、

白
井
議
員
（
経
済
建
設
委
員
会
）
の

３
人
を
送
り
ま
し
た
。

　

そ
の
3
人
を
中
心
に
実
行
委
員
会

の
打
合
せ
状
況
の
議
会
へ
の
報
告
、

今
回
の
テ
ー
マ
に
基
づ
く
各
議
員
へ

の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
と
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
の
実
行
委
員
会
へ
の
提
供
、
議

会
と
し
て
の
当
日
の
報
告
内
容
の
検

討
な
ど
、
主
催
者
の
一
角
と
し
て
ま

ち
づ
く
り
集
会
に
関
わ

り
ま
し
た
。

　

直
接
関
わ
り
、
ま
ち

づ
く
り
集
会
の
課
題
も

見
え
て
き
ま
し
た
。

　

今
後
の
ま
ち
づ
く
り

集
会
に
生
か
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
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の
運
営
ま
で
、
公
募
市
民
で
構
成
さ

れ
る
実
行
委
員
会
と
担
当
職
員
が
す

べ
て
を
担
っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
、
実
行
委
員
会
か
ら
の
要
請

も
あ
り
、
初
め
て
準
備
段
階
か
ら
議

会
が
関
わ
り
ま
し
た
。

　

実
行
委
員
会
に
各
常
任
委
員
会
か

ら
、
打
桐
議
員
（
総
務
消
防
委
員
会
）、

小
野
田
議
員
（
厚
生
文
教
委
員
会
）、

白
井
議
員
（
経
済
建
設
委
員
会
）
の

３
人
を
送
り
ま
し
た
。

　

そ
の
3
人
を
中
心
に
実
行
委
員
会

の
打
合
せ
状
況
の
議
会
へ
の
報
告
、

今
回
の
テ
ー
マ
に
基
づ
く
各
議
員
へ

の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
と
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
の
実
行
委
員
会
へ
の
提
供
、
議

会
と
し
て
の
当
日
の
報
告
内
容
の
検

討
な
ど
、
主
催
者
の
一
角
と
し
て
ま

ち
づ
く
り
集
会
に
関
わ

り
ま
し
た
。

　

直
接
関
わ
り
、
ま
ち

づ
く
り
集
会
の
課
題
も

見
え
て
き
ま
し
た
。

　

今
後
の
ま
ち
づ
く
り

集
会
に
生
か
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

2
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倫
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懲
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特
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委
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会
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審
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平
成
28
年
３
月
15
日
付
で
加
藤
芳
夫

議
員
、
白
井
倫
啓
議
員
、
浅
尾
洋
平
議

員
か
ら
政
治
倫
理
基
準
違
反
審
査
請
求

が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

審
査
す
べ
き
事
案
内
容
は
、
新
城
市

議
会
議
員
政
治
倫
理
条
例
（
以
下
「
条

例
」
と
い
う
）
第
３
条
第
４
号
違
反
の

有
無
で
す
。
審
査
請
求
対
象
議
員
は
、

打
桐
厚
史
議
員
。

　　

条
例
第
３
条
第
４
号

　

議
員
の
配
偶
者
も
し
く
は
二
親
等
以

内
の
親
族
が
経
営
し
、
も
し
く
は
役
員

と
な
っ
て
い
る
企
業
ま
た
は
議
員
が
役

員
と
な
り
、
も
し
く
は
実
質
的
に
経
営

に
携
わ
る
企
業
な
ど
に
つ
い
て
、
地
方

自
治
法
（
昭
和
22
年
法
律
第
67
号
）
第

92
条
の
２
の
規
定
の
趣
旨
を
尊
重
し
、

市
が
行
う
工
事
な
ど
の
請
負
契
約
、
業

務
委
託
契
約
お
よ
び
物
品
納
入
契
約
に

関
し
、
市
民
に
疑
念
を
生
じ
さ
せ
る
よ

う
な
行
為
を
し
な
い
こ
と
。

「
市
民
か
ら
疑
念
を
抱
か

せ
る
行
為
」
と
判
断

　

３
月
24
日
付
で
議
長
か
ら
６
人
の
指

名
を
受
け
て
審
査
会
が
設
置
さ
れ
ま
し

た
。
ほ
か
の
３
件
の
審
査
案
件
の
処
理

経
過
を
待
ち
、
６
月
28
日
に
第
１
回
の

審
査
会
が
議
長
に
よ
り
招
集
さ
れ
、
正

副
委
員
長
の
互
選
と
と
も
に
実
質
的
な

内
容
の
審
査
が
開
始
、
10
月
25
日
に
最

終
結
果
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

委
員
長
：
丸
山
隆
弘

　

副
委
員
長
：
滝
川
健
司

　

委
員
：
長
田
共
永
、
鈴
木
達
雄
、

　
　
　
　

鈴
木
眞
澄
、
菊
地
勝
昭

　

審
査
会
で
は
、
審
査
の
前
提
条
件
と

し
て
、
新
城
市
議
会
議
員
政
治
倫
理
条

例
施
行
規
則
第
２
条
（
実
質
的
な
経
営

の
範
囲
な
ど
）
の
該
当
性
を
確
認
す
る

な
ど
し
て
、
条
例
第
３
条
第
４
号
に
規

定
す
る
「
企
業
等
」
の
定
義
に
当
て
は

ま
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

審
査
対
象
議
員
と
妻
の
２
人
だ
け
で

出
資
分
担
し
て
い
る
会
社
の
市
公
共
工

事
の
受
注
状
況
は
、
実
質
的
な
不
正
行

為
は
な
く
と
も
住
民
全
体
の
代
表
者
た

る
議
員
の
立
場
と
の
関
係
性
に
お
い

て
、
市
民
か
ら
疑
念
を
抱
か
せ
る
行
為

と
判
断
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
請
求
に
関
し
て
は
、
審
査
会
委
員

の
全
員
一
致
で
条
例
第
３
条
第
４
号
に

規
定
す
る
遵
守
す
べ
き
基
準
に
違
反
す

る
事
実
が
あ
っ
た
も
の
と
認
め
る
こ
と

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
条
例
第
９

条
４
号
「
そ
の
他
必
要
と
認
め
る
措
置
」

と
し
て
意
見
書
が
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

政
治
倫
理
審
査
会
の
詳
細
は
、市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

新城市議会議員政治倫理審査会審査結果
に基づく打桐議員に対する措置の件

　新城市議会政治倫理条例（平成25年新城市議会条例
第23号）第11条第１項の規定により、議会の品位及び
名誉を守り、市民の信頼を回復するため講じる措置は、
以下のとおりとする。

１　対象議員名
　　打桐厚史議員
２　対象議員に対する措置　

本人自らが市民から抱かれた疑念を晴らすために、
条例第３条第４号の違反状況を早急に是正すると
ともに、公の場における説明責任を果たすための
謝罪を勧告すること。

　12月定例会最終日、「新城市議会議員政治倫理審査会審査
結果に基づく打桐議員に対する措置の件」が議題となり賛
成多数で可決、下江議長から打桐議員に対して以下のこと
を確認しました。
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12
月
８
日
に
行
わ
れ
た
浅
尾
洋
平
議

員
の
一
般
質
問
で
、
同
僚
議
員
に
対
す

る
「
自
治
法
違
反
」
な
ど
の
発
言
、
お

よ
び
市
内
の
企
業
に
対
し
て
不
適
切
な

発
言
を
し
ま
し
た
。
翌
９
日
の
本
会
議

に
お
い
て
５
人
の
議
員
か
ら
懲
罰
動
議

が
提
出
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
日
、
議
長
・
浅
尾
議
員
を
除
く
全

議
員
に
よ
る
「
懲
罰
特
別
委
員
会
」
を

設
置
、
13
日
と
15
日
に
特
別
委
員
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

委
員
長
：
丸
山
隆
弘

　

副
委
員
長
：
菊
地
勝
昭

　　

委
員
会
で
は
「
戒
告
の
懲
罰
を
科
す
」

こ
と
を
出
席
委
員
全
会
一
致
で
可
決
し

ま
し
た
。
最
終
日
、
下
江
議
長
よ
り
浅

尾
議
員
に
対
し
て
、
懲
罰
の
戒
告
文
が

宣
告
さ
れ
ま
し
た
。

戒　告　文
　浅尾洋平議員は、12月８日の定例会において、一般質問に関する発言中、不穏当な言辞を用い、議会の品位を失墜させ
た。このことは議員の職分に鑑み、誠に残念であるため、以下を謹んで申し上げる。

　あなたは、去る平成25年11月、初の市議会議員選挙に挑戦され、多くの住民の期待と信認を得て、見事新城市議会議員
に当選されました。
　当選した議員は、それぞれ政策志向、主義主張は異なるものの、住民から求められるその職責は「住民福祉の増進」で
あることに議論の余地はありません。
　そのために18人の議員が多様な市民意思を反映させながら、言論の府として議会における議論を尽くし、執行機関に対
するチェック機能のみならず、予算政策提言、政策執行に当たっての議案審議など様々な権能を駆使し、執行機関と協
議連携しながら市全体の利益を追求することが市議会の本分であります。
　こうした観点に鑑み、これまで本会議における質問等の通告内容については、新城市議会基本条例に基づき、市民に
わかりやすく執行部への的確な内容伝達であること、また、議員に求められる地方自治法第132条「品位の保持」及び新
城市議会会議規則第144条「品位の尊重」に関して、議員相互に助言や確認を行ってまいりました。
　そうした中、あなたの12月定例会一般質問発言通告書において、事実関係に基づく正確な表記に修正することを助言い
たしましたが、応じていただけませんでした。
　このことは議員の質問権を考える上で、当該議員のみならず議会全体の課題と捉えることとなりました。
　さて、今回懲罰動議に示された議員の兼業禁止に係る法律違反と発言された件については、「議員の兼業禁止は議会が
議決により決定しなければならないもの（地方自治法第１２７条）」であり、現時点において議決の事実はありません。
　本会議中に特定の議員に対して失職を意味する法律違反と断定した発言については、重大な内容であると考えられます。
　また、特定私企業の経営状況に関する公の場での発言については、その企業に誇りをもって従事されている従業員及
びその家族など、企業に関わる関係各方面への否定的かつ重大な影響が懸念されると考えられます。
　以上のことから、これらの発言は、ここまで言及しなくては今回の一般質問が成立しえないものとは言えず、必要限
度を超えた発言は関係各方面の名誉を著しく損なう内容であり、法に基づく品位の保持に反すると判断せざるをえません。
　今後の発言については、地方自治法及び会議規則に則られ、議員として適切な発言をしていただくよう十分な留意を
求めるものであります。
　最後に、冒頭申し上げたとおり、私たち市議会議員は、多くの市民の負託を受けています。真に二元代表の一翼たる
市議会、議事機関としてその権能を全うするためには、浅尾洋平議員をはじめ、議員全員の力の結集が必要です。
　今回の事案を将来への糧と斟酌され、共に議会改革を進め市民に信頼される市議会をつくることを望みます。

　以上、地方自治法第135条第１項第１号の規定により戒告する。

　平成28年12月16日

新 城 市 議 会



12月定例会では、15人の議員が一般質問に登壇し、
市の見解を質問しました。
一般質問とは、議員個人の立場で質問するものです。
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き
に
検
討
し
て
い
く
。

　

再
質
問

　

自
主
返
納
を
す
る
高
齢
者
は
、
新
城

署
管
内
で
年
間
60
〜
70
人
み
え
る
。
返

納
に
迷
っ
て
い
る
方
の
後
押
し
に
な
る

よ
う
、
Ｓ
バ
ス
料
金
を
半
額
の
１
０
０

円
に
す
る
と
い
っ
た
優
し
い
施
策
は
で

き
な
い
か
。

　

総
務
部
長

　

市
全
域
に
わ
た
り
不
公
平
感
が
生
じ

な
い
よ
う
、
Ｓ
バ
ス
料
金
の
見
直
し
も

前
向
き
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考

え
る
。

　
そ
の
ほ
か
の
質
問
項
目

 

・
新
城
市
の
産
業
論
。
そ
の
構
造
と
将

来
に
つ
い
て

 

・
平
成
29
年
度
予
算
編
成
作
業
に
つ
い

て

　

高
齢
者
の
運
転
免
許
返
納
促
進
対
策

と
し
て
、
Ｓ
バ
ス
に
特
別
割
引
ワ
ン
コ

イ
ン
制
を
導
入
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

　

総
務
部
長

　

高
齢
者
が
関
係
す
る
事
故
の
多
発
か

ら
、
運
転
免
許
返
納
の
促
進
が
必
要
だ

と
感
じ
る
。
し
か
し
、
農
林
業
を
営
む

上
や
、
公
共
交
通
機
関
が
十
分
で
な
い

地
域
で
高
齢
者
の
み
の
世
帯
に
あ
っ
て

は
、
運
転
免
許
を
返
納
し
た
く
て
も
で

き
な
い
事
情
が
あ
り
、
市
全
域
で
進
め

て
い
く
に
は
大
変
難
し
い
状
況
が
あ
る
。

　

交
通
空
白
地
域
を
な
く
す
こ
と
に
主

眼
を
置
き
、
特
別
割
引
の
導
入
を
含
め
、

関
係
機
関
な
ど
と
協
議
し
な
が
ら
前
向

た
「
ま
ち
の
顔
」
と
い
う
べ
き
地
域
で

あ
る
。
ま
さ
に
、
活
動
拠
点
と
な
る
役

割
を
担
っ
て
い
る
と
言
え
る
。

　

②
Ｊ
Ｒ
東
新
町
駅
へ
の
接
続
道
路
、

東
新
町
線
の
整
備
、
新
町
地
区
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
に
よ
る
街
路
樹
の
管
理

や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
活
動
な
ど
を

行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
田
町
川
土
地
区

画
整
理
組
合
に
よ
り
良
好
な
住
宅
地
開

発
が
行
わ
れ
、
保
留
地
も
完
売
し
、
定

住
促
進
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　

栄
町
線
に
つ
い
て
は
、
同
意
が
得
ら

れ
て
い
な
い
一
部
の
地
権
者
に
引
き
続

き
交
渉
を
行
い
、
新
城
の
玄
関
口
と
し

て
新
城
駅
前
広
場
に
つ
な
が
る
よ
う
事

業
の
完
了
を
目
指
す
。

　

③
居
住
人
口
や
商
店
の
減
少
に
よ
る

中
心
市
街
地
の
空
洞
化
や
衰
退
が
進
み

つ
つ
あ
る
。
中
心
市
街
地
に
も
う
一
度

賑
わ
い
を
取
り
戻
せ
ら
れ
る
よ
う
、
居

住
地
と
し
て
の
魅
力
を
高
め
、
そ
の
骨

格
と
し
て
の
栄
町
線
お
よ
び
駅
前
広
場

の
整
備
が
課
題
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

平
成
21
年
に
中
心
市
街
地
活
性
化
基

本
計
画
を
策
定
し
た
が
、
中
心
市
街
地

を
ど
の
よ
う
に
維
持
、
発
展
さ
せ
て
い

く
か
が
心
配
だ
。
こ
れ
ま
で
の
経
過
を

振
り
返
り
、
今
後
ど
の
よ
う
に
し
て
い

く
か
伺
う
。

　

①
新
城
市
全
域
か
ら
み
て
、
中
心
市

街
地
活
性
化
の
果
た
す
役
割
は
。

　

②
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
成
果
は
。　
　

　

③
活
性
化
の
た
め
に
乗
り
越
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
ハ
ー
ド
ル
は
。

　

建
設
部
長

　

①
中
心
市
街
地
は
、
商
業
、
居
住
な

ど
の
都
市
的
機
能
が
集
積
し
、
文
化
、

伝
統
を
育
み
、
各
種
機
能
を
培
っ
て
き

白井倫啓　議員

山崎祐一　議員

中心市街地を活性化するには

Ｓバスに特別割引制度の導入を

新城の玄関口として新城駅前広場につな
がるよう、栄町線の事業完了を目指す

関係機関と協議しながら検討してい
く
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高
齢
化
社
会
を
迎
え
る
年
で
あ
る
。
新

城
市
で
は
、
２
０
２
１
年
ご
ろ
に
高
齢

化
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
、
そ
の
後
、
ゆ
る

や
か
に
減
少
し
て
い
く
。
今
後
、
医
療
・

介
護
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
需
要
が
高
ま

り
、
高
齢
者
を
支
え
る
担
い
手
不
足
や

医
療
・
介
護
な
ど
の
負
担
の
増
加
が
心

配
さ
れ
、
地
域
で
支
え
る
こ
と
が
で
き

る
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
る
。

　

②
こ
ど
も
園
の
園
児
は
、
家
庭
生
活

で
の
外
遊
び
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
な

ど
か
ら
、
体
幹
の
弱
さ
や
体
の
使
い
方

の
不
器
用
さ
が
目
立
っ
て
い
る
。
こ
の

た
め
、
全
園
で
リ
ズ
ム
遊
び
を
行
っ
て

い
く
。
ま
た
、
む
し
歯
有
病
率
で
は
、

特
に
３
歳
児
が
県
平
均
の
約
２
倍
に

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
フ
ッ
化
物
洗

口
の
普
及
を
年
長
児
対
象
に
進
め
て
い

る
。

　

③
本
市
で
は
、
運
動
習
慣
の
な
い
方

が
半
数
以
上
み
え
る
。
運
動
量
の
少
な

い
方
に
み
ら
れ
る
血
糖
値
が
高
い
方
の

割
合
も
12
．
４
％
と
高
く
な
っ
て
お
り
、

個
々
に
あ
っ
た
運
動
の
実
践
と
継
続
が

課
題
で
あ
る
。

　

平
均
寿
命
の
う
ち
、
健
康
で
自
立
し

て
暮
ら
せ
る
期
間
を
「
健
康
寿
命
」
と

い
う
が
、
現
実
は
平
均
寿
命
の
延
び
に

追
い
つ
い
て
い
な
い
状
態
で
あ
る
。
そ

こ
で
、
健
康
寿
命
を
延
ば
す
た
め
の
課

題
と
施
策
に
つ
い
て
伺
う
。

　

①
本
市
に
お
け
る
２
０
２
５
年
問
題

の
分
析
と
課
題
は
。

　

②
未
就
学
児
の
健
康
に
お
け
る
現
状

と
課
題
は
。

　

③
成
人
の
生
活
習
慣
に
お
け
る
現
状

と
課
題
は
。

　

健
康
医
療
部
長

　

①
２
０
２
５
年
は
、「
団
塊
の
世
代
」

が
75
歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
と
な
る
超

　

環
境
部
長

　

①
受
け
入
れ
を
制
限
し
て
お
り
、
現

在
、
容
量
の
約
半
分
程
度
が
使
用
さ
れ

て
い
る
。

　

②
特
に
結
露
が
顕
著
な
新
設
建
屋
に

お
い
て
工
事
が
行
わ
れ
、
10
月
25
日
に

完
了
し
た
。

　

③
１
次
発
酵
槽
で
は
、
臭
気
を
吸
引

し
脱
臭
装
置
に
送
る
こ
と
で
熱
も
吸
引

し
て
い
る
が
、
２
次
発
酵
槽
に
は
設
備

が
な
い
た
め
熱
が
こ
も
り
湿
度
が
上

が
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
２
次
発
酵
槽

か
ら
の
熱
を
逃
が
す
た
め
、
新
た
な
脱

臭
施
設
の
施
工
を
検
討
し
て
い
る
。

　

④
臭
気
測
定
な
ど
の
結
果
を
庁
内
関

係
部
署
や
部
長
会
議
で
報
告
す
る
な
ど
、

情
報
共
有
を
し
て
い
る
。

　

⑤
今
後
と
も
関
係
部
署
、
関
係
機
関

と
連
携
し
、
法
令
な
ど
に
基
づ
き
適
切

に
対
処
し
て
い
く
。

　
　
そ
の
ほ
か
の
質
問
項
目

 

・
災
害
廃
棄
物
処
理
計
画
の
取
り
組
み

に
つ
い
て

 

・
高
速
道
路
途
中
下
車
同
料
金
制
度
に

つ
い
て

　

タ
ナ
カ
興
業
操
業
後
の
臭
気
漏
洩
に

つ
い
て
、
以
下
伺
う
。

　

①
肥
料
登
録
申
請
中
の
た
め
、
製
品

出
荷
が
で
き
て
い
な
い
２
次
発
酵
槽
の

現
在
の
在
庫
状
況
は
。

　

②
施
設
内
の
結
露
が
外
部
に
漏
れ
臭

気
発
散
と
な
っ
た
。
結
露
防
止
の
内
張

り
工
事
は
い
つ
完
了
し
た
か
。

　

③
新
設
建
物
の
湿
気
対
策
と
し
て
、

脱
臭
装
置
の
増
設
計
画
の
進
捗
状
況
は
。

　

④
庁
内
に
お
け
る
情
報
共
有
と
意
思

疎
通
は
。　

　

⑤
市
長
は
「
タ
ナ
カ
興
業
の
進
出
で

近
隣
企
業
に
迷
惑
を
か
け
た
と
い
う
認

識
を
も
っ
て
い
る
」
と
発
言
さ
れ
た
が
、

こ
れ
を
受
け
庁
内
検
討
は
さ
れ
た
か
。

山口洋一　議員

小野田直美　議員

悪臭問題に対して庁内検討はしてい
るか

健康寿命を延ばすためには

臭気測定の結果などを情報共有して
いる

未就学児からの規則正しい生活習慣
が求められる
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念
式
典
な
ど
の

実
施
時
期
や
内

容
を
協
議
し
て

い
き
た
い
。

　

②
３
歳
以
上

児
の
基
本
保
育

料
無
償
化
の
理

念
を
変
え
る
考

え
は
な
い
。
そ

の
た
め
に
必
要
な
保
育
料
収
入
に
替
わ

る
一
般
財
源
の
確
保
に
つ
い
て
、
政
府

の
消
費
増
税
に
伴
う
地
方
財
源
配
分
方

針
な
ど
国
の
動
向
を
把
握
し
な
が
ら
調

査
・
検
討
し
て
い
る
。

　

③
発
達
に
特
性
や
保
育
に
配
慮
が
必

要
と
な
る
園
児
は
、
年
々
増
加
傾
向
に

あ
る
。
そ
れ
は
、
発
達
障
が
い
の
概
念

が
浸
透
し
た
こ
と
や
園
職
員
研
修
の
充

実
に
よ
り
、
今
ま
で
見
過
ご
さ
れ
て
き

た
特
性
が
的
確
に
見
立
て
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

課
題
は
、
研
修
体
制
を
継
続
す
る
こ

と
、
十
分
な
職
員
配
置
を
図
る
こ
と
、

保
護
者
か
ら
の
相
談
に
適
切
に
対
応
す

る
こ
と
、
さ
ら
に
、
そ
の
子
ど
も
に
あ
っ

た
課
題
を
落
ち
着
い
た
環
境
で
行
え
る

ス
ペ
ー
ス
の
確
保
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
そ
の
ほ
か
の
質
問
項
目

 

・
世
界
新
城
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
会
議
に
つ

い
て

　

新
城
版
こ
ど
も
園
制
度
の
導
入
以
来
、

さ
ま
ざ
ま
な
改
善
を
行
い
現
在
に
至
っ

て
き
た
。
今
以
上
に
、
安
心
し
て
子
ど

も
が
育
ち
、
育
て
ら
れ
る
ま
ち
に
な
る

よ
う
以
下
伺
う
。

　

①
新
城
こ
ど
も
園
は
来
年
度
１
０
０

周
年
を
迎
え
る
が
、
１
０
０
周
年
事
業

の
概
要
お
よ
び
実
施
計
画
は
。

　

②
基
本
保
育
料
無
償
化
の
見
解
は
。　
　

　

③
療
育
の
現
状
と
課
題
は
。

　　

市
民
福
祉
部
長

　

①
記
念
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
、
記

念
式
典
、
講
演
会
、
園
児
た
ち
が
楽
し

め
る
行
事
な
ど
を
想
定
し
て
い
る
。

　

今
後
、
実
行
委
員
会
を
設
置
し
、
記

年
度
と
27
年
度
を
比
較
し
た
場
合
、
実

質
公
債
費
比
率
は
６
．
７
ポ
イ
ン
ト
、

将
来
負
担
比
率
は
91
．
２
ポ
イ
ン
ト
の

改
善
と
、
各
種
の
財
政
指
標
は
大
き
く

好
転
し
た
。
現
在
の
財
政
状
況
は
、
お

お
む
ね
健
全
な
状
態
が
保
た
れ
て
い
る

と
認
識
し
て
い
る
。

　

②
平
成
29
年
度
か
ら
40
年
度
ま
で
の

財
政
推
計
に
よ
る
と
、
市
税
や
地
方
交

付
税
と
い
っ
た
歳
入
が
減
少
し
て
い
く

一
方
、
扶
助
費
や
社
会
保
障
関
連
の
繰

出
金
が
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
、
今
後

は
厳
し
い
財
政
運
営
が
続
く
見
通
し
と

な
っ
て
い
る
。

　

③
未
来
へ
の
投
資
に
つ
な
が
る
予
算

を
確
保
し
、
市
を
活
性
化
す
る
た
め
の

施
策
を
展
開
す
る
こ
と
は
大
切
で
あ
る
。

本
市
を
取
り
巻
く
社
会
経
済
情
勢
を
的

確
に
分
析
・
評
価
し
な
が
ら
対
応
し
て

い
く
。

　
そ
の
ほ
か
の
質
問
項
目

 

・
新
城
市
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
に

つ
い
て

 

・
山
間
地
域
の
ヘ
リ
ポ
ー
ト
設
置
に
つ

い
て

 

・
旧
作
手
村
教
育
委
員
会
が
購
入
し
た

絵
画
に
つ
い
て

　

合
併
後
の
財
政
状
況
の
変
化
と
現
状

に
つ
い
て
、
以
下
伺
う
。

　

①
財
政
改
善
状
況
に
つ
い
て
、
ど
う

捉
え
て
い
る
か
。

　

②
今
後
の
財
政
状
況
、
財
政
運
営
を

ど
う
考
え
る
か
。

　

③
市
内
経
済
の
活
性
化
を
進
め
る
た

め
に
積
極
的
な
財
政
運
営
が
必
要
と
思

う
が
、
そ
の
考
え
は
。

　

総
務
部
長

　

①
合
併
直
後
は
財
政
不
足
額
が
大
幅

に
生
じ
た
こ
と
か
ら
、
平
成
20
年
度
に

「
財
政
健
全
化
推
進
本
部
」
を
設
置
し
、

全
庁
一
丸
と
な
っ
て
経
費
の
削
減
に
全

力
を
挙
げ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
平
成
19

菊地勝昭　議員

長田共永　議員

合併後の財政状況は

こども園を無償化にする考えは

おおむね健全な状態が保たれている

３歳以上児の基本保育料無償化の理
念を持ち財源を検討している
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つ
目
は
、
維
持
管
理
費
の
縮
減
を
図
る

た
め
、
計
画
的
な
施
設
の
点
検
や
保
全

に
努
め
る
。
三
つ
目
は
、
市
有
財
産
の

有
効
活
用
を
進
め
る
。

　

ま
た
、
本
市
は
人
口
１
人
当
た
り
の

公
共
施
設
の
延
床
面
積
が
ほ
か
の
自
治

体
に
比
べ
多
い
た
め
、
ま
ち
づ
く
り
と

関
連
付
け
て
公
共
施
設
を
よ
り
便
利

に
、
利
用
し
や
す
い
も
の
と
な
る
よ
う

な
考
え
方
を
計
画
に
反
映
し
て
い
き
た

い
。

　

②
道
路
の
舗
装
は
、
舗
装
修
繕
計
画

を
策
定
し
修
繕
を
し
て
い
る
。
ま
た
、

「
山
の
湊
」
し
ん
し
ろ
活
性
化
計
画
を

作
成
し
、
新
城
イ
ン
タ
ー
周
辺
を
は
じ

め
６
路
線
の
整
備
を
実
施
し
て
い
る
。

　

橋
梁
は
、
長
寿
命
化
修
繕
計
画
を
策

定
し
、
維
持
管
理
に
努
め
て
い
る
。

　

準
用
河
川
は
、
未
整
備
河
川
の
改
修

を
進
め
、
堆
積
土

砂
除
去
な
ど
の
断

面
確
保
、
現
地
調

査
を
行
い
対
応
す

る
。

　
そ
の
ほ
か
の
質
問
項
目

 

・
自
立
し
た
生
活
を
支
え
る
移
動
手
段

の
確
保
に
つ
い
て

 

・
大
河
ド
ラ
マ
を
生
か
し
た
観
光
振
興

に
つ
い
て

　

平
成
26
年
度
に
新
城
市
公
共
施
設
白

書
が
ま
と
め
ら
れ
、
平
成
27
年
度
、
28

年
度
で
策
定
を
進
め
て
き
た
。
そ
こ
で
、

以
下
伺
う
。　
　

　

①
新
城
市
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計

画
に
お
い
て
、
目
標
実
現
の
た
め
の
具

体
的
な
方
法
と
、
本
市
の
特
性
を
ど
の

よ
う
に
反
映
し
て
い
る
か
。

　

②
道
路
、
橋
梁
、
河
川
の
機
能
の
維

持
管
理
お
よ
び
整
備
を
ど
の
よ
う
に
進

め
る
か
。

　　

総
務
部
長

　

①
一
つ
目
は
、
総
量
圧
縮
と
機
能
の

向
上
を
図
る
た
め
、
施
設
の
統
廃
合
や

再
編
に
よ
る
適
正
配
置
を
進
め
る
。
二

報
酬
改
定
な
ど
を
基
に
算
定
さ
れ
る

が
、
介
護
保
険
料
が
決
定
す
る
の
は
平

成
30
年
１
月
ご
ろ
だ
と
見
込
ん
で
い

る
。

　

②
す
で
に
実
施
し
て
い
る
サ
ー
ビ
ス

は
統
合
後
も
各
市
町
村
で
行
わ
れ
、
順

次
統
一
し
た
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る

よ
う
検
討
し
て
い
る
。
ま
た
、
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
や
小
規
模
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
の
利
用
な
ど
、
統
合
後
は
、
現

在
の
市
町
村
の
枠
組
み
を
超
え
、
東
三

河
地
域
内
か
ら
選
択
で
き
る
よ
う
に
な

る
。

　

③
後
期
高
齢
者
が
急
激
に
増
加
す
る

こ
と
か
ら
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
水
準
の
維

持
を
は
じ
め
、
効
果
的
な
施
設
配
置
な

ど
の
各
種
施
策
を
充
実
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
。
ま
た
、
高
齢
者
の
孤
立
を
防

ぐ
と
と
も
に
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

に
よ
る
相
互
扶
助
や
住
宅
介
護
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
に
努
め
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
る
。

　
そ
の
ほ
か
の
質
問
項
目

 

・
交
通
安
全
対
策
・
防
犯
対
策
に
つ
い

て

　

平
成
30
年
度
か
ら
東
三
河
広
域
連
合

で
実
施
す
る
東
三
河
の
介
護
保
険
の
統

合
に
向
け
、
以
下
伺
う
。

　

①
本
市
と
他
市
町
村
で
は
保
険
料
に

差
が
生
じ
て
い
る
が
、
一
本
化
に
向
け

て
ど
う
対
応
す
る
か
。

　

②
本
市
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
は

な
い
か
。
良
く
な
る
点
は
あ
る
か
。

　

③
広
域
で
の
対
応
に
、
ど
の
よ
う
な

課
題
が
あ
る
か
。

　　

健
康
医
療
部
長

　

①
介
護
保
険
料
は
、
統
合
当
初
か
ら

基
準
額
を
統
一
す
る
こ
と
を
基
本
に
検

討
を
重
ね
て
い
る
。
保
険
料
額
の
設
定

は
、
保
険
料
段
階
、
保
険
料
率
、
介
護

村田康助　議員

鈴木達雄　議員

東三河の介護保険の統合に向けた対
応は

公共施設の今後のあり方は

基準額の統一やサービス水準維持の
検討を進めている

統廃合や機能の再編などを行い、よ
り利用しやすいものにする
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新城中学校内にある
「中西農村民具室」

め
、
平
成
15
年
か
ら
25
年
ま
で
は
新
城

図
書
館
や
設
楽
原
歴
史
資
料
館
で
「
ま

ち
な
か
博
物
館
展
示
会
」
を
開
催
す
る

な
ど
認
知
度
向
上
に
努
め
て
き
た
。

　

②
仕
事
場
や
生
活
の
場
が
そ
の
ま
ま

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
な
っ
て
お
り
、
継
続

が
難
し
い
理
由
で
指
定
解
除
が
で
き
る

な
ど
、
指
定
館
の
事
情
に
よ
る
と
こ
ろ

が
大
き
い
。

　

③
地
域
に
お
け
る
生
涯
学
習
や
、
共

育
推
進
の
た
め
の
資
源
の
一
つ
と
し
て

活
用
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

④
お
も
て
な
し
の
場
所
と
し
て
は
観

光
客
な
ど
に
本
市
の
伝
統
的
な
産
業
や

技
術
、
文
化
を
紹
介
で
き
る
場
所
で
は

あ
る
と
考
え
る
が
、
見
学
や
体
験
に
は

事
前
予
約
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
指

定
さ
れ
る
方
の
理
解
の
も
の
に
成
り

立
っ
て
お
り
、
そ
の
方
々
の
意
思
や
都

合
が
優
先
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
た
め
、

文
化
財
の
指
定
や
条
例
を
制
定
す
る
考

え
は
持
っ

て
い
な
い
。

　
そ
の
ほ
か
の
質
問
項
目

 

・
桜
淵
公
園
再
整
備
計
画
に
つ
い
て

　

生
活
の
中
で
生
き
る
伝
統
的
な
産
業

や
技
術
、
文
化
、
暮
ら
し
の
姿
を
保
存
、

継
承
し
、
次
の
時
代
に
引
き
継
い
で
い

こ
う
と
す
る
も
の
を
「
新
城
ま
ち
な
か

博
物
館
」
と
し
て
市
が
指
定
し
た
。
以

下
、
伺
う
。

　

①
市
民
の
認
知
度
は
。

　

②
保
存
の
考
え
は
。

　

③
生
涯
学
習
に
ど
う
生
か
さ
れ
て
い

る
か
。

　

④
「
お
も
て
な
し
場
所
」
と
し
て
の

考
え
と
、
文
化
財
の
指
定
や
条
例
を
制

定
す
る
考
え
は
。

　

教
育
部
長

　

①
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
を
は
じ

と
感
じ
て
い
る
。

　

②
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、
４
枚

綴
り
で
３
０
０
０
円
の
回
数
券
を
販
売

す
る
。
ま
た
、
旧
消
防
署
跡
地
の
一
角

や
「
も
っ
く
る
新
城
」
の
周
辺
に
高
速

バ
ス
利
用
者
の
駐
車
場
を
整
備
し
、
新

た
な
バ
ス
停
を
設
置
で
き
る
よ
う
調
整

し
て
い
る
。
発
着
時
刻
の
変
更
は
、
名

古
屋
藤
が
丘
駅
の
名
鉄
バ
ス
乗
り
場
を

借
用
し
て
い
る
た
め
難
し
い
。
な
お
、

料
金
体
系
と
経
路
の
変
更
は
考
え
て
い

な
い
が
、
運
行
時
刻
や
バ
ス
停
の
位
置
、

ル
ー
ト
な
ど
可
能
な
見
直
し
を
図
っ
て

い
き
た
い
。

　

③
長
期
継
続
契
約
に
よ
り
、
平
成
31

年
度
末
ま
で
は
実
証
実
験
と
し
て
実
施

を
予
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
今
年
度
末

に
納
車
の
新
車
両
を
有
効
に
活
用
し
て

い
き
た
い
と
考
え
、
中
途
の
契
約
解
除

は
考
え
て
い

な
い
。

　
そ
の
ほ
か
の
質
問
項
目

 

・
道
路
認
定
基
準
と
道
水
路
整
備
に
つ

い
て

　

７
月
か
ら
高
速
バ
ス
の
運
行
が
始

ま
っ
た
が
、
乗
車
率
が
低
迷
し
て
い
る
。

こ
の
５
カ
月
間
の
検
証
と
今
後
の
対
策

に
つ
い
て
、
以
下
伺
う
。

　

①
10
月
の
１
車
両
当
た
り
の
平
均
乗

車
数
が
３
．
２
人
と
厳
し
い
状
況
だ
が
、

ど
の
よ
う
な
検
証
を
し
て
い
る
か
。　

　

②
料
金
体
系
や
経
路
、
発
車
時
刻
な

ど
の
工
夫
は
。

　

③
当
初
の
業
務
目
的
が
達
せ
ら
れ
な

い
と
き
は
、
途
中
の
運
行
委
託
契
約
の

解
除
は
あ
り
得
る
か
。

　

総
務
部
長

　

①
厳
粛
に
受
け
止
め
、
よ
り
一
層
の

Ｐ
Ｒ
や
利
便
性
の
向
上
が
必
要
で
あ
る

加藤芳夫　議員　

鈴木眞澄　議員

高速バスの乗車率を向上させる工夫
は

まちなか博物館を今後どのように生
かしていくか

運行時刻やバス停の位置などを見直
し、より一層のＰＲを行う

共育推進のための資源としても活用
していく
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と
は
い
え
、
学
校
施
設
は
規
模
が
大

き
い
こ
と
、
ま
た
そ
の
数
も
多
い
こ
と

か
ら
、多
額
の
維
持
経
費
が
必
要
と
な
っ

て
く
る
。
地
域
な
ど
か
ら
も
要
望
を
い

た
だ
い
て
い
る
が
、
全
て
の
施
設
を
短

期
間
に
整
備
す
る
こ
と
は
難
し
い
状
況

で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
安
全
な
学

校
生
活
環
境
の
た
め
、
施
設
・
設
備
の

経
年
劣
化
・
老
朽
化
な
ど
の
状
況
を
把

握
し
、
ま
た
、
緊
急
性
を
十
分
考
慮
し

な
が
ら
、
計
画
に
沿
っ
た
改
修
な
ど
整

備
を
順
次
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
そ
の
ほ
か
の
質
問
項
目

 

・
打
桐
厚
史
市
議
の
市
議
会
議
員
政
治

倫
理
条
例
違
反
に
つ
い
て

 

・
市
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
行
政
の

対
策
に
つ
い
て

 

・
タ
ナ
カ
興
業
の
産
廃
処
理
工
場
に
お

け
る
悪
臭
対
策
に
つ
い
て

　

厚
生
文
教
委
員
会
で
東
郷
東
小
学
校

体
育
館
の
雨
漏
り
、
黒
カ
ビ
で
汚
れ
た

プ
ー
ル
な
ど
、
老
朽
化
し
た
教
育
施
設

の
視
察
を
行
っ
た
が
、
市
内
小
中
学
校

の
老
朽
化
施
設
に
つ
い
て
は
、
一
刻
も

早
く
改
修
を
実
行
に
移
す
責
任
が
あ
る

と
考
え
る
。
教
育
委
員
会
と
し
て
の
認

識
、
お
よ
び
改
修
計
画
に
つ
い
て
伺
う
。

　　

教
育
部
長

　

市
内
の
小
中
学
校
の
老
朽
化
・
改
修

問
題
に
つ
い
て
は
、
毎
回
の
よ
う
に
学

校
施
設
の
修
繕
な
ど
予
算
の
補
正
を
計

上
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
お
分
か
り
の

よ
う
に
、
で
き
う
る
限
り
の
教
育
環
境

の
整
備
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

て
い
る
社
会
福
祉
協
議
会
と
連
携
し
て

進
め
た
い
。

　

②
制
度
利
用
者
の
増
加
が
見
込
ま
れ

る
た
め
、
市
民
後
見
成
年
後
見
人
な
ど

の
計
画
的
な
育
成
を
進
め
た
い
。

　

再
質
問

　

後
見
人
１
人
に
対
し
て
10
件
の
対
応

が
限
界
と
い
わ
れ
る
が
市
の
状
況
は
。

　

市
民
福
祉
部
長

　

社
会
福
祉
協
議
会
の
受
任
内
容
は
後

見
人
１
人
当
た
り
10
人
が
目
安
で
現
在

は
９
人
が
受
任
中
と
な
っ
て
い
る
。

　

再
質
問

　

社
会
福
祉
協
議
会
以
外
の
対
策
は
あ

る
か
。

　

市
民
福
祉
部
長

　

成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
へ
の
事
業
委
託

を
行
い
対
応
し
て
い
る
。

　
そ
の
ほ
か
の
質
問
項
目

 

・
防
災
行
政
無
線
事
業
に
つ
い
て

　

成
年
後
見
人
制
度
の
円
滑
化
の
た
め

民
法
と
家
事
事
件
手
続
法
の
改
正
が
さ

れ
た
。
こ
の
法
律
改
正
の
対
応
に
つ
い

て
伺
う
。

　

①
市
の
対
応
は
。

　

②
対
象
者
数
の
動
向
予
測
と
今
後
の

対
応
は
。

　

市
民
福
祉
部
長

　

①
改
正
の
概
要
は
、
成
年
後
見
人
が

裁
判
所
の
審
判
を
得
て
成
年
被
後
見
人

宛
の
郵
便
物
の
転
送
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
こ
と
と
成
年
被
後
見
人
の
死
亡

後
に
行
う
手
続
き
な
ど
が
明
確
に
な
っ

た
こ
と
で
あ
る
。
業
務
の
一
部
拡
大
と

な
る
た
め
、
現
在
、
法
人
後
見
を
行
っ

柴田賢治郎　議員

浅尾洋平　議員　

成年後見人制度の今後は

市内小中学校の老朽化・改修への取
り組みは

制度利用者の増加が見込まれるた
め、後見人などの育成を図りたい

経年の劣化状況・緊急性を考慮し、
計画に沿った改修を行っていく
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立
っ
て
い
る
。
地
域
内
外
の
新
た
な
交

流
を
生
み
出
し
て
い
る
。

　

②
活
動
内
容
は
、
隊
員
の
自
主
性
を

尊
重
し
支
援
し
て
い
る
。
定
期
的
な
勉

強
会
や
他
地
域
の
隊
員
と
の
情
報
交
換

会
を
行
う
ほ
か
、
活
動
終
了
後
の
定
住

に
向
け
た
、
収
入
の
確
保
に
つ
い
て
も

話
し
合
っ
て
い
る
。

　

③
３
人
が
任
期
終
了
と
な
り
、
起
業

に
向
け
て
計
画
中
の
者
も
い
る
。
基
本

的
に
は
本
人
の
判
断
に
委
ね
る
が
市
と

し
て
可
能
な
支
援
は
行
う
。

　

④
地
域
お
こ
し
活
動
は
、
す
ぐ
に
は
収

入
に
結
び
つ
き
に
く
い
た
め
任
期
後
の

生
活
設
計
が
立
て
に
く
い
こ
と
や
受
け
入

れ
側
の
期
待
と
隊
員
の
活
動
が
一
致
し
な

い
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
隊

員
の
受
け
入
れ
時
に
目
的
を
明
確
に
伝

え
る
こ
と
や
地
域
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
機
会
の
提
供
が
必
要
と
考
え
る
。

　
そ
の
ほ
か
の
質
問
項
目

 

・
平
成
28
年
の
一
般
質
問
に
つ
い
て

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
つ
い
て
以
下

伺
う
。

　

①
隊
員
の
活
動
成
果
と
地
域
へ
の
貢

献
は
。

　

②
隊
員
の
活
動
支
援
と
定
住
に
向
け

て
の
支
援
は
。

　

③
定
住
・
定
着
の
現
状
は
。

　

④
制
度
上
の
課
題
や
受
け
入
れ
の
課

題
の
認
識
と
今
後
の
継
続
は
。

　

企
画
部
長

　

①
地
域
の
特
徴
を
生
か
し
た
活
動
と

ア
イ
デ
ア
、
人
脈
を
生
か
し
て
今
ま
で

に
な
い
イ
ベ
ン
ト
を
運
営
し
て
い
る
。

ま
た
、独
自
の
情
報
発
信
に
よ
り
メ
デ
ィ

ア
が
取
り
上
げ
、
知
名
度
向
上
に
も
役

防
犯
・
防
災
の
見
守
り
、
災
害
時
へ
の

対
応
に
対
す
る
不
安
が
共
通
し
た
課
題

と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
。
ま
た
、
年
度
末

に
は
事
業
へ
の
自
己
評
価
を
行
い
、
全

体
と
し
て
は
概
ね
「
少
し
進
ん
だ
」
と

自
己
評
価
す
る
と
と
も
に
、
災
害
時
要

援
護
者
を
地
域
で
守
る
対
応
へ
の
遅
れ

を
今
後
の
課
題
と
捉
え
た
。

　

平
成
28
年
度
は
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

で
出
た
課
題

に
対
す
る
実

践
に
取
り
組

み
た
い
。

　

②
各
担
当
課
が
事
業
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
つ
い
て
年
度
毎
に
自
己
評
価
を
実

施
し
、
結
果
な
ど
を
ま
と
め
、
地
域
福

祉
計
画
推
進
会
議
に
諮
り
進
捗
管
理
お

よ
び
評
価
を
お
願
い
し
て
い
る
。
前
年

度
の
意
見
を
受
け
、
今
年
度
は
基
本
目

標
「
地
域
福
祉
の
担
い
手
づ
く
り
・
担

い
手
支
援
」
に
関
し
て
の
、
市
内
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
を
対
象
と
し
た
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
開
催
に
向
け
て
調
整
中
。

　
そ
の
ほ
か
の
質
問
項
目

 

・「
長
篠
の
戦
い
」
の
呼
称
及
び
表
記
に

関
し
て

　

本
計
画
を
も
と
に
市
民
協
働
に
よ
る

取
り
組
み
、
社
会
福
祉
協
議
会
と
の
連

携
強
化
な
ど
に
よ
る
「
地
域
の
困
り
ご

と
は
地
域
の
み
ん
な
で
解
決
！
山
の
湊

し
ん
し
ろ
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
」
実
現

の
た
め
、基
本
目
標
に
掲
げ
た
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
か
ら
以
下

伺
う
。

　

①
第
２
次
計
画
の
進
捗
状
況
に
つ
い

て
。

　

②
第
２
次
計
画
の
検
証
評
価
に
つ
い

て
。

　

市
民
福
祉
部
長

　

①
初
年
度
の
平
成
27
年
度
は
民
生
委

員
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
、

丸山隆弘　議員　

滝川健司　議員

第２次地域福祉計画の進捗状況は

地域おこし協力隊の成果と地域への
貢献は

「災害時要援護者を地域で見守る」
対応への取り組みが今後の課題

知名度の向上に貢献し、地域内外の
交流を生み出している



1012

鈴木達雄
監査委員のひとこと

　

建
設
部
長

　

①
既
存
の
高
速
道
路
の
有
効
活
用
を

図
り
、
物
流
網
強
化
に
よ
る
企
業
誘
致

の
促
進
、
交
通
環
境
の
改
善
、
観
光
振

興
の
支
援
、
地
域
生
活
の
充
実
、
地
域

経
済
の
活
性
化
な
ど
を
推
進
す
る
こ
と

が
可
能
な
設
備
だ
と
考
え
る
。

　

②
平
成
18
年
度
に
市
が
行
っ
た
ス

マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
利
用
車
予
測
調
査
に

お
い
て
最
低
利
用
予
測
を
下
回
る
調
査

結
果
で
あ
っ
た
こ
と
や
厳
し
い
財
政
状

況
な
ど
を
考
慮
し
、
そ
の
時
点
で
の
事

業
化
は
非
常
に
厳
し
い
も
の
で
あ
っ

た
。
当
面
は
新
東
名
高
速
道
路
関
連
事

業
へ
の
重
点
投
資
で
現
在
に
至
っ
て
い

る
。　

　

③
設
置
の
検
討
と
な
れ
ば
、
基
礎
的

な
情
報
、
デ
ー
タ
を
分
析
・
整
理
・
共

有
す
る
た
め
、
県
、
国
、
中
日
本
高
速

㈱
と
も
連
携
し
広
域
的
な
検
討
が
必
要

に
な
る
も
の
と
考
え
る
。

　

④
厳
し
い
状
況
で
は
あ
る
が
、
設
置

の
た
め
に
必
要
な
需
要
の
増
大
に
向
け

何
が
で
き
る
か
、
災
害
対
策
や
命
の
道

と
し
て
の
必
要
性
に
つ
い
て
も
検
証
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

　
そ
の
ほ
か
の
質
問
項
目

 

・
新
城
南
部
企
業
団
地
の
産
廃
処
理
施

設
操
業
開
始
後
の
環
境
対
策
に
つ
い

て

　

八
名
地
区
へ
の
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
設
置
に
つ
い
て
、
検
討
か
ら

10
年
が
経
過
し
新
東
名
も
開
通
し
た
。

も
う
一
度
議
論
の
テ
ー
ブ
ル
に
挙
げ
、

実
現
に
つ
い
て
真
剣
に
検
討
す
る
時
期

に
あ
る
と
考
え
以
下
伺
う
。

　

①
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の

整
備
と
い
う
、
事
業
そ
の
も
の
を
ど
の

よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
。

　

②
市
は
設
置
に
つ
い
て
こ
れ
ま
で
ど

の
よ
う
な
考
え
で
検
討
さ
れ
て
き
た
か
。

　

③
隣
接
市
と
の
広
域
的
検
討
・
調
整

な
ど
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
考
え
ら
れ

る
か
。

　

④
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
整

備
に
よ
る
効
果
と
実
現
へ
の
課
題
は
。

中西宏彰　議員

スマートインターチェンジ整備に向けた
考えは

国や中日本高速道路の今後の動向を
見据えて検討したい

　本市の監査委員は、自
治体の財務、行政運営に
識見を持つ委員（識見委
員）と議員から選任され
た委員（議選委員）の２

人です。監査委員は市の事務事業が公正、合理的、効率的に行われているかどうかをチェック監視
する、市長および議会から独立した機関です。
　議選監査委員に選任され一年余、議員活動に加えて監査の仕事は、毎月の出納検査、定例・行政
監査、決算審査など、いやはや多忙というのが実感です。その職務を全うするまでにはまだまだ…
これも実感です。
　一方、もともと議会は行政の仕事ぶりをチェックするのが大きな役目、なのに重ねて議員から監
査委員を選任する理由は何かを問いながら来ました。それに対しては、「議員は財務・会計につい
てその道の専門家ではなくとも、市政全体の動きを把握し、事務事業が有効・効率的、経済的に行
われているかを市民目線で見る専門家である」と自ら答えを出して今は監査に向かっています。も
ちろん財務・会計については日々勉強です。
　また、議会は結果の良否を主に判断すると言えますが、監査委員が主にチェックするのは、結果
の正確性、結果に至る業務の適切さです。監査の実際を通して、そこには職員の仕事への姿勢が大
きくかかわり、「結果は人がつくるもの」とあらためて認識しています。
　残りの任期、公正な厳しさは勿論ながら批評にくれず、職員が一歩踏み出せる監査に心掛けたい
ものです。
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議案とは、議会の議決を経て、市または議会の意思を決定するため、
長または議員もしくは委員会が、議会に提出する案件のことです。

決まりました！！
※イメージ

新
城
市
看
護
師
修
学
資
金

貸
与
条
例
の
一
部
改
正

　

看
護
師
就
学
資
金
の
貸
与
を
受
け
て

い
る
就
学
生
が
誓
約
し
て
い
る
医
療
機

関
に
不
採
用
と
な
り
、
市
内
の
ほ
か
の

医
療
機
関
に
勤
務
す
る
こ
と
と
な
っ
た

場
合
に
は
、
修
学
資
金
の
返
還
の
債
務

が
免
除
さ
れ
ま
す
。

新
城
市
つ
く
で
交
流
館
の
設
置
及

び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
制
定

　

作
手
山
村
交
流
施
設
の
名
称
を
「
つ

く
で
交
流
館
」
と
し
、
平
成
29
年
度
か

平
成
28
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
１
億
７
，
５
８
９
万
８
千
円
を

追
加
し
ま
す
。

◆
高
速
バ
ス
停
の
整
備

　

旧
消
防
署
跡
地
の
一
角
を
高
速
バ
ス

利
用
者
の
駐
車
場
と
し
て
利
用
す
る
た

め
、
こ
の
駐
車
場
に
隣
接
す
る
国
道

３
０
１
号
沿
い

に
バ
ス
停
を
設

置
し
利
用
促
進

を
図
り
ま
す
。

◆
老
人
福
祉
施
設
の
整
備
　

　

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
を
導
入
す
る
事
業
所

に
補
助
を
行
い
ま
す
。

◆
若
者
議
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
の

経
費

　

若
者
の
政
治
意
識
の
向
上
を
図
る
た

め
、
主
権
者
教
育
と
し
て
若
者
政
策
の

重
要
性
を
配
信
す
る
と
と
も
に
、
普
及

実
践
に
向
け
た
モ
デ
ル
と
な
る
こ
と
を

目
的
に
し
て
い
ま
す
。

ら
開
館
で
き
る
よ
う
条
例
を
定
め
ま

す
。新

城
市
廃
校
体
育
施
設
の
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

今
年
度
で
廃
校
と
な
る
作
手
小
学
校

北
校
舎
・
南
校
舎
の
体
育
館
お
よ
び
グ

ラ
ウ
ン
ド
を
市
民
が
利
用
で
き
る
よ
う

に
し
ま
す
。

◆
道
の
駅「
鳳
来
三
河
三
石
」の
整
備

　

タ
イ
ル
が
剥
が
れ
て
い
る
床
の
修
繕

を
行
い
ま
す
。

◆
鳳
来
東
児
童
ク
ラ
ブ
の
開
設
準
備

費
用

　

平
成
29
年
度
か
ら
鳳
来
東
小
学
校
で

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
開
設
す
る
に
あ

た
り
、
必
要
と
な
る
整
備
を
行
い
ま
す
。

◆
木
の
香
る
学
校
づ
く
り
推
進
事
業

　

新
城
小
学
校
１
年
生
と
来
年
度
新
入

生
の
児
童
数
が
当

初
の
予
定
よ
り
増

加
し
た
た
め
、机
・

椅
子
の
購
入
を
増

や
し
ま
す
。

◆
中
学
校
管
理
事
業

　

千
郷
中
学
校
体
育
館
の
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
支
柱
基
礎
部
分
の
床
修
繕
、
今
年
度

の
消
防
点
検
で
指
摘
が
あ
っ
た
消
防
設

備
の
修
繕
、
新
城
中
学
校
で
車
両
の
通

行
に
支
障
が
あ
る
樹
木
の
伐
採
、
東
郷

中
学
校
の
弓
道
場
の
改
修
工
事
を
行
い

ま
す
。

主
な
議
案
の
内
容

　

市
議
会
12
月
定
例
会
は
12
月
２
日
か
ら
16
日
ま
で
の
15
日
間
の

会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
定
例
会
で
は
、
条
例
の
一
部
改
正
や
補
正
予
算
な
ど
、
市

長
提
出
議
案
32
件
が
上
程
さ
れ
慎
重
審
議
を
行
い
ま
し
た
。
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議案とは、議会の議決を経て、市または議会の意思を決定するため、
長または議員もしくは委員会が、議会に提出する案件のことです。

議 決 結 果 一 覧
議案番号 議　　　　　案　　　　　名 議決年月日 審議結果
報告19 専決処分事項の報告（和解及び損害賠償の額の決定） 28・12・2 報告

報告20 専決処分事項の報告（和解及び損害賠償の額の決定） 〃 〃

173 新城市事務分掌条例の一部改正 28・12・16 原案可決

174 新城市税条例の一部改正 〃 〃

175 新城市職員の退職手当に関する条例の一部改正 〃 〃

176 新城市個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部改正 〃 〃

177 新城市保育所の設置及び管理に関する条例の一部改正 〃 〃

178 新城市障害者医療費の支給に関する条例の一部改正 〃 〃

179 新城市国民健康保険税条例の一部改正 〃 〃

180 新城市指定地域密着型サービスの事業及び指定地域密着型介護予防
サービスの事業に関する基準を定める条例の一部改正 〃 〃

181 新城市看護師修学資金貸与条例の一部改正 〃 〃

182 新城市立学校設置条例の一部改正 〃 〃

183 新城市つくで交流館の設置及び管理に関する条例の制定 〃 〃

184 新城市公民館の設置及び管理に関する条例の一部改正 〃 〃

185 新城市青年の家の設置及び管理に関する条例の一部改正 〃 〃

186 新城市廃校体育施設の設置及び管理に関する条例の一部改正 〃 〃

187 新城市水道事業及び工業用水道事業の設置等に関する条例の一部改正 〃 〃

188 新城市水道事業給水条例の一部改正 〃 〃

189 新城市農業集落排水施設の管理に関する条例の一部改正 〃 〃

190 平成28年度新城市一般会計補正予算（第3号） 〃 〃

191 平成28年度新城市国民健康保険事業特別会計補正予算（第2号） 〃 〃

192 平成28年度新城市後期高齢者医療特別会計補正予算（第1号） 〃 〃

193 平成28年度新城市介護保険事業特別会計補正予算（第2号） 〃 〃

194 平成28年度新城市国民健康保険診療所特別会計補正予算（第1号） 〃 〃

195 平成28年度新城市簡易水道事業特別会計補正予算（第2号） 〃 〃

196 平成28年度新城市大野財産区特別会計補正予算（第1号） 〃 〃

197 平成28年度新城市水道事業会計補正予算（第1号） 〃 〃

198 平成28年度新城市下水道事業会計補正予算（第2号） 〃 〃

199 市有財産の無償譲渡 〃 〃

200 財産区有財産の無償譲渡 〃 〃

201 新城市職員の勤務時間、休暇等に関する条例及び新城市企業職員の給
与の種類及び基準に関する条例の一部改正 〃 〃

202 新城市職員の育児休業等に関する条例の一部改正 〃 〃

203 新城市特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部
改正 〃 〃

204 新城市職員の給与に関する条例の一部改正 〃 〃

新城市議会議員政治倫理審査会審査結果に基づく打桐厚史議員に対す
る措置の件 〃 可決

浅尾洋平議員に対する懲罰の件 〃 可決
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この様な理由で
賛成・反対しました

※○は賛成、×は反対、賛否については各議員からの報告をもとに公表します。

議 案 賛 否

主 な 議 案 の 討 論

浅尾 洋平議員

　単に法番号の改正に伴うもので、法律自体の
問題点が解消されたわけではない。本市の個人
番号カードの交付率は11月30日現在、全国を
下回る6％と本格運用とは言えない。また、詐欺
やなりすましなどに悪用されかねないとの市民から
の不安や批判があり、マイナンバー法に反対す
ることをもって、反対する。

村田 康助議員

　本条例で引用している同法の条項がずれたた
めに改めるものであり、制度そのものの改正に
及ぶものではなく、義務的に改正するものであり、
賛成する。

●第176号議案

新城市個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する
条例の一部改正

行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律の一部改正に伴い、条例の規定を
整理するための議案。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（賛成多数により可決）

賛成反対

議
案
番
号
等

議　　案　　名
議
決
結
果

合計 議　　　　　員　　　　　名

賛　
　

成

反　
　

対

浅
尾　

洋
平

柴
田
賢
治
郎

打
桐　

厚
史

小
野
田
直
美

山
崎　

祐
一

村
田　

康
助

山
口　

洋
一

下
江　

洋
行

白
井　

倫
啓

長
田　

共
永

鈴
木　

達
雄

滝
川　

健
司

中
西　

宏
彰

丸
山　

隆
弘

鈴
木　

眞
澄

加
藤　

芳
夫

菊
地　

勝
昭

176 新城市個人番号の利用及び特定個人
情報の提供に関する条例の一部改正 原案可決 15 1 × ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
長
は
議
決
に
加
わ
ら
な
い

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

187 新城市水道事業及び工業用水道事業
の設置等に関する条例の一部改正 原案可決 14 2 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

188 新城市水道事業給水条例の一部改正 原案可決 15 1 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

190 平成28年度新城市一般会計補正予算
（第３号） 原案可決 15 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

191 平成28年度新城市国民健康保険事
業特別会計補正予算（第２号） 原案可決 15 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

192 平成28年度新城市後期高齢者医療
特別会計補正予算（第１号） 原案可決 15 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

193 平成28年度新城市介護保険事業特
別会計補正予算（第２号） 原案可決 15 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

194 平成28年度新城市国民健康保険診
療所特別会計補正予算（第１号） 原案可決 15 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

195 平成28年度新城市簡易水道事業特
別会計補正予算（第２号） 原案可決 14 2 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

197 平成28年度新城市水道事業会計補
正予算（第１号） 原案可決 14 2 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

198 平成28年度新城市下水道事業会計
補正予算（第２号） 原案可決 15 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

新城市議会議員政治倫理審査会審査
結果に基づく打桐厚史議員に対する措
置の件

可決 12 3 ○ × 除
斥 ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

浅尾洋平議員に対する懲罰の件 可決 14 0 除斥 ○ 棄
権 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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白井 倫啓議員

　水道、下水道に関することが「上下水道部」
として建設部から独立する。同じインフラ
でありながら指示命令系統が2つに別れるこ
とになり、効率化を目指していく行政とし
て逆の方向に動いていると理解せざるを得
ないと考え、反対する。

白井 倫啓議員

　2つの理由で反対する。一つ目は、高速バ
ス運行事業では、名古屋からの来客がバス
停を降りた先の足の確保の検討が不十分で
ある。二つ目は、職員の給与体系について、
市民の生活実感に合うように作るべきであ
り人事院勧告が適正との考えは、自治の点
で不足している。以上のことから反対する。

浅尾 洋平議員

　水道事業の統合は、これまで市民に周知
されていないため説明が不十分である。水
は、市民生活に欠かせないライフラインで
あり、その影響を考えると大きな危惧を抱
く。
　また、人口が減少する中、水道事業に対
する今後の対策、見通しがはっきりしてい
ないと考え、反対する。

滝川 健司議員

　料金の統一化により、市内間の格差公平
性が担保されることになる。
　また、下水道事業においては財務運営の
機動性が確保されるほか、一般会計と企業
会計が混在することによる会計処理の正確
性を期すためにはやむをえない部の創設だ
と思い、賛成する。

村田 康助議員

　今回の補正予算は、老朽化した公共施設
の補修をはじめ、市民サービス維持向上の
ためのものである。また、若者議会や高速
バスなどの予算は、安倍政権が地方創生の
ために打ち出した「まち・ひと・しごと地
方創生」の趣旨に則ったものであるため、
賛成する。

柴田 賢治郎議員

　議会の議決結果によって市民への説明内
容が変わることもあり、議決後に説明を行
うことは何ら問題がないと同時に、議決の
必要性を理解していただきたいと思い、賛
成する。

　そのほかの討論者

反対討論●浅尾 洋平議員

　そのほかの討論者

反対討論●白井 倫啓議員

　そのほかの討論者

反対討論●柴田 賢治郎議員

　そのほかの討論者

反対討論●滝川 健司議員

反対

反対

反対

賛成

賛成

賛成

●第187号議案

新城市水道事業及び工業用水道事業の設置等に関する
条例の一部改正　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（賛成多数により可決）

●第190号議案

平成28年度新城市一般会計補正予算（第3号）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　（賛成多数により可決）

●第195号議案

平成28年度新城市簡易水道事業特別会計補正予算（第2号）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　（賛成多数により可決）
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委員会とは、議会の内部組織として、本会議における審議の予備的審査
調査機関として設置される審議機関のことです。

各委員長が、委員会活動について
分かりやすくお伝えするコーナーです。

分列行進による各隊の勇姿 平成30年4月に完成予定

ず
れ
も
全
会
一
致
で
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
し
ま
し
た
。

第
１
７
３
号
議
案

新
城
市
事
務
分
掌
条
例
の
一
部
改
正

　

平
成
29
年
度
の
市
の
組
織
を
定
め
る

た
め
、「
市
民
福
祉
部
・
健
康
医
療
部
・

産
業
振
興
部
・
環
境
部
」
を
「
市
民
環

境
部
・
健
康
福
祉
部
・
産
業
振
興
部
」

に
改
め
る
。

第
１
７
４
号
議
案

新
城
市
税
条
例
の
一
部
改
正

　

所
得
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
の
施
行
に
伴
い
、
特
例
適
用
利
子
等

ま
た
は
特
例
適
用
配
当
等
を
有
す
る
納

税
義
務
者
に
対
し
、
所
得
を
分
離
課
税

す
る
な
ど
、
個
人
の
市
民
税
に
つ
い
て

適
用
す
る
。

第
１
９
９
号
議
案

市
有
財
産
の
無
償
譲
渡

　

稲
木
公
民
館
の
建
物
を
地
域
自
治
の

拠
点
と
し
て
地
域
に
無
償
譲
渡
す
る
も

の
で
す
。

新
城
市
新
庁
舎
建
設
起
工

　

平
成
28
年
12
月

23
日
、
建
設
地
で

新
庁
舎
建
設
起
工

式
お
よ
び
起
工
報

告
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

新
城
市
消
防
出
初
式

　　

１
月
８
日
、
桜
淵

い
こ
い
の
広
場
で
消

防
本
部
・
消
防
団
・

自
衛
消
防
隊
・
女
性

防
火
ク
ラ
ブ
・
千
郷

中
学
校
少
年
消
防
ク

ラ
ブ
の
総
員
５
２
７

人
に
よ
る
新
城
市
消

防
出
初
式
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

12
月
定
例
会

　

本
委
員
会
は
、
12
月
12
日
に
議
案
22

件
を
審
査
し
、
慎
重
審
査
の
結
果
、
い

総
務
消
防
委
員
会

委
員
●
村
田
康
助
、
打
桐
厚
史
、
丸
山
隆
弘
、
加
藤
芳
夫
、

　
　
　
中
西
宏
彰
、
菊
地
勝
昭

委員会インフォメーション
i n f o r m a t i o n

委
員
会
活
動

　

こ
ど
も
園
の
無
償
化

　

第
５
回
ま
ち
づ
く
り
集
会
の
グ
ル
ー

プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
、
参
加
し
た

女
性
か
ら
「
こ
ど
も
園
の
無
償
化
（
３

〜
５
歳
児
の
基
本
保
育
料
）
を
早
く
実

施
し
て
ほ
し
い
」
と
の
意
見
が
出
さ
れ

た
の
を
契
機
に
、
本
委
員
会
で
は
早
速
、

所
管
の
こ
ど
も
未
来
課
お
よ
び
教
育
委

員
会
に
出
席
を
求
め
、
勉
強
会
を
開
き

ま
し
た
。

　

こ
の
問
題
は
、
保
育
園
と
幼
稚
園
を

一
体
化
し
た
新
城
版
こ
ど
も
園
の
実
施

に
つ
い
て
平
成
24
年
９
月
議
会
に
提
案

さ
れ
、
併
せ
て
無
償
化
に
つ
い
て
も
提

案
さ
れ
ま
し
た
が
、
安
定
的
な
財
源
の

確
保
が
必
要
な
ど
の
理
由
で
、
無
償
化

が
見
送
ら
れ
た
経
緯
が
あ
り
ま
し
た
。

　

勉
強
会
で
は
、
無
償
化
そ
の
も
の
に

つ
い
て
意
見
が
一
致
し
た
も
の
の
、
実

施
時
期
を
含
め
た
詳
細
に
つ
い
て
今
後

の
課
題
と
し
ま
し
た
。

12
月
定
例
会

　

議
案
お
よ
び
陳
情
審
査

　

本
委
員
会
は
、
12
月
12
日
に
議
案
10

件
を
審
査
し
、
慎
重
審
査
の
結
果
、
い

ず
れ
も
全
会
一
致
で
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
保
育
士
、
教
師
の
待
遇
改
善

な
ど
を
求
め
る
陳
情
２
件
に
つ
い
て

は
、
い
ず
れ
も
「
趣
旨
採
択
」
す
べ
き

も
の
と
決
し
ま
し
た
。

　

建
設
中
の
作
手
小
学
校
の
４
月
開
校

に
つ
い
て
、
学
校
設
置
条
例
の
一
部
改

正
を
行
っ
て
定
め
ま
し
た
。
併
せ
て
、

設
置
及
び
管
理
条
例
を
新
設
し
、
併
設

し
て
建
設
中
の
つ
く
で
交
流
館
を
同
時

に
開
館
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
交

流
館
は
取
り
壊
し
た
旧
開
発
セ
ン
タ
ー

を
前
身
と
し
、
文
字
ど
お
り
、
地
域
住

民
の
皆
さ
ん
の
交
流
の
場
で
あ
り
、
地

域
活
動
の
拠
点
で
す
。

厚
生
文
教
委
員
会

委
員
●
山
崎
祐
一
、
小
野
田
直
美
、
浅
尾
洋
平
、
長
田
共
永
、

　
　
　
鈴
木
達
雄
、
鈴
木
眞
澄
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委員会とは、議会の内部組織として、本会議における審議の予備的審査
調査機関として設置される審議機関のことです。

各委員長が、委員会活動について
分かりやすくお伝えするコーナーです。

恵
ま
れ
た
環
境
に

感
謝
し
、節
水
に

努
め
ま
し
ょ
う
。

議
会
の

ル
ー
ル

水
道
と
下
水
道
に
感
謝

　

生
を
受
け
る
と
最
初
に
産
湯
を
浴

び
、
そ
し
て
最
後
は
末
期
の
水
が
与
え

ら
れ
ま
す
。

　

現
代
の
日
本
は
蛇
口
を
ひ
ね
れ
ば
綺

麗
な
水
が
出
て
き
ま
す
が
、
先
人
は
ど

の
よ
う
に
し
て
飲
料
水
を
確
保
し
て
き

た
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
１
日
が
か

り
の
重
労
働
で
あ
り
、
人
類
有
史
の
こ

ろ
か
ら
水
に
関
す
る
文
明
が
遺
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
日
本
は
、
し
尿
を
農
作
物
の

肥
料
と
し
て
用
い
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
東
京
へ
の
人
口
集
積
に
よ
り
大
雨

で
家
屋
が
浸
水
し
、
汚
水
が
低
地
に
流

れ
ず
伝
染
病
が
は
や
っ
た
こ
と
か
ら
、

第
二
次
世
界
大
戦
後
に
下
水
道
の
整
備

が
本
格
的
に
行
わ
れ
経
済
が
急
速
に
発

展
し
て
い
き
ま
し
た
。

12
月
定
例
会

　

本
委
員
会
は
、
12
月
13
日
に
議
案

３
件
を
審
査
し
、慎
重
審
査
の
結
果
、

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

第
１
８
７
号
議
案　

新
城
市
水
道
事
業
及
び
工
業
用
水
道

事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正

　

簡
易
水
道
事
業
の
水
道
事
業
へ
の
統

合
と
下
水
道
事
業
の
地
方
公
営
企
業
法

の
全
部
適
用
に
基
づ
き
ま
す
。

第
１
８
８
号
議
案　

新
城
市
水
道
事
業
給
水
条
例
の
一
部

改
正

　

簡
易
水
道
事
業
を
水
道
事
業
に
統
合

す
る
こ
と
に
伴
い
、
水
道
料
金
を
統
一

し
ま
す
。

第
１
８
９
号
議
案

新
城
市
農
業
集
落
排
水
施
設
の
管
理

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

農
業
集
落
排
水
施
設
の
使
用
料
を
統

一
し
ま
す
。

経
済
建
設
委
員
会

委
員
●
山
口
洋
一
、
柴
田
賢
治
郎
、
下
江
洋
行
、
白
井
倫
啓
、

　
　
　
滝
川
健
司

品
位
の
保
持
・
品
位
の
尊
重
・

懲
罰

　

議
員
は
、
議
会
の
審
議
が
円
滑
に

行
わ
れ
る
よ
う
法
令
に
従
っ
て
言
動

す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
中

に
は
議
会
の
秩
序
を
乱
す
言
動
を
す

る
議
員
も
い
ま
す
。
こ
れ
で
は
円
滑

な
議
会
運
営
を
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
の
で
、
議
会
が
地
方
自
治
法
・
委

員
会
条
例
、
会
議
規
則
に
違
反
し
た

議
員
に
対
し
て
議
決
に
よ
り
「
懲
罰
」

を
科
す
こ
と
が
で
き
る
旨
が
地
方
自

治
法
に
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
懲
罰

は
議
会
の
秩
序
違
反
者
に
対
す
る
制

裁
を
指
し
ま
す
。

　

不
穏
当
発
言
と
懲
罰
の
関
係
は
、

不
穏
当
発
言
を
し
た
後
、
当
該
議
員

が
発
言
を
取
り
消
し
て
も
不
穏
当
・

い
わ
ゆ
る
議
会
の
品
位
を
汚
し
た
事

実
は
残
り
ま
す
の
で
、
そ
の
程
度
に

よ
り
懲
罰
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

地
方
自
治
法
第
１
３
２
条
（
品
位

の
保
持
）
に
は
、「
議
会
の
会
議
又
は

委
員
会
に
お
い
て
は
議
員
は
無
礼
の

言
葉
を
使
用
し
、
又
は
他
人
の
私
生

活
に
わ
た
る
言
論
を
し
て
は
な
ら
な

い
」
と
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

規
定
は
本
会
議
や
委
員
会
の
場
は
公

の
問
題
を
議
論
す
る
場
所
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
議
事
に
関
係
な
い
個
人
の

問
題
を
論
ず
べ
き
で
な
い
こ
と
や
、

無
礼
の
言
葉
や
私
生
活
に
わ
た
る
言

論
、
人
身
攻
撃
な
ど
に
よ
っ
て
議
場

や
会
場
の
平
静
さ
が
失
わ
れ
る
こ
と

を
防
ぐ
た
め
の
も
の
で
す
。

　

市
議
会
会
議
規
則
第
１
５
３
条

（
懲
罰
動
議
の
提
出
）
で
は
、「
懲
罰

の
動
議
は
文
書
を
も
っ
て
所
定
数

（
議
員
定
数
の
８
分
の
１
以
上
）
の
発

議
者
が
連
署
し
て
、
議
長
に
提
出
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
動
議
は
、「
懲
罰
事

犯
が
あ
っ
た
日
か
ら
３
日
以
内
に
提

出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
さ
れ
、

的
確
な
判
断
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

懲
罰
の
種
類

（
地
方
自
治
法
第
１
３
５
条
）

①
公
開
の
議
場
に
お
け
る
戒
告

②
公
開
の
議
場
に
お
け
る
陳
謝

③
一
定
期
間
の
出
席
停
止

④
除
名

と
あ
り
、
①
は
、
公
開
の
議
場
で
処

分
議
員
を
議
長
の
面
前
に
起
立
さ

せ
、
議
長
が
戒
告
文
を
朗
読
②
は
、

処
分
議
員
が
議
場
で
議
会
の
定
め
た

陳
謝
文
を
朗
読
す
る
。
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お知らせ

　

２
月
も
半
ば
に
な
り
ま
し
た
が
、
ま

だ
ま
だ
寒
い
で
す
ね
。
つ
い
こ
の
間
正

月
を
迎
え
た
ば
か
り
な
の
に
、
も
う
２

月
…
。
き
っ
と
、
あ
っ
！
と
い
う
間
に

１
年
が
経
っ
ち
ゃ
う
ん
で
し
ょ
う
ね
。

　

12
月
定
例
会
は
政
治
倫
理
審
査
結
果

の
議
決
と
、
懲
罰
特
別
委
員
会
の
審
査

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
議
員
、

そ
し
て
議
会
は
結
果
を
真
っ
す
ぐ
受
け

止
め
、
そ
こ
か
ら
何
を
学
ん
で
ど
う
行

動
す
る
か
…
。
議
員
と
し
て
議
会
と
し

て
あ
る
べ
き
姿
を
市
民
に
示
す
必
要
が

あ
り
ま
す
。
議
員
全
員
で
市
民
に
信
頼

さ
れ
る
議
会
を
目
指
し
ま
す
。　
　
　

（
小
野
田
直
美
）

■
広
報
広
聴
委
員
会

　

委
員
長
／
丸
山
隆
弘

　

柴
田
賢
治
郎　

打
桐
厚
史

　

小
野
田
直
美　

山
崎
祐
一

　

村
田
康
助　

山
口
洋
一

　

鈴
木
達
雄　

滝
川
健
司

●
ご
意
見
・
ご
感
想
な
ど
ご
ざ
い
ま

し
た
ら
、
議
会
事
務
局
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

 ［
電  

話
］
０
５
３
６

−

２
３

−

７
６
５
７

 ［
メ
ー
ル
］gikai@

city.shinshiro.lg.jp

　

今
定
例
会
で
は
、
政
治
倫
理
審
査
会
の

結
果
を
受
け
、
打
桐
厚
史
議
員
か
ら
「
入

札
手
続
き
上
の
不
正
行
為
は
な
か
っ
た

こ
と
を
広
く
市
民
に
説
明
す
る
こ
と
で
、

市
民
に
疑
念
を
い
だ
か
せ
て
い
る
状
況

を
是
正
で
き
る
と
考
え
る
」
旨
の
発
言
が

あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
一
般
質
問
で
の
浅

尾
洋
平
議
員
に
よ
る
民
間
企
業
に
対
す

る
不
穏
当
な
発
言
を
受
け
、
懲
罰
特
別
委

員
会
が
設
置
さ
れ
、
審
査
の
結
果
、
本
会

議
で
戒
告
を
言
い
渡
す
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。（
参
照
Ｐ
３
、４
）
こ
れ
ら
は
い
ず

れ
も
通
常
の
議
会
運
営
に
お
い
て
は
極

め
て
異
例
な
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
事
態
を

真
摯
に
受
け
止
め
、
議
員
一
丸
と
な
っ
て

信
頼
回
復
に
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
と

強
く
感
じ
て
い
ま
す
。

　

改
選
を
今
秋
11
月
に
ひ
か
え
、
今
期
の

責
務
と
し
て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
施
策
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。
そ
の
一

つ
が
、「
新
城
市
第
二
次
総
合
計
画
基
本

構
想
」
の
策
定
で
す
。
議
会
も
活
発
な
調

査
研
究
に
努
め
な
が
ら
、
地
域
活
動
へ
の

参
加
を
通
じ
て
得
た
市
民
の
声
を
反
映

で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
毎
年
行
っ
て
い
る
市
長
へ
の
政

策
要
望
を
、今
年
は
早
期
に
検
討
し
ま
す
。

各
事
業
の
進
捗
状
況
を
的
確
に
把
握
し

な
が
ら
、
６
月
定
例
会
の
一
般
質
問
な
ど

で
は
来
年
度
の
政
策
提
言
の
実
行
性
を

確
認
す
る
よ
う
な
議
会
運
営
を
考
え
て

い
ま
す
。

　

任
期
が
一
年
を
切
り
ま
し
た
が
、
将
来

展
望
を
見
据
え
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
の
た
め
、
二

元
代
表
制
の
一
翼
を
担
う
議
会
と
し
て

そ
の
責
務
を
十
分
に
全
う
し
て
い
く
所

存
で
す
。　
　
　
　
（
議
長　

下
江
洋
行
）

■
3
月
定
例
会
日
程
（
予
定
）

２
月
23
日　
本
会
議
第
１
日

（
予
算
大
綱
説
明
、
教

育
方
針
説
明
）
※
中
継

予
算
・
決
算
委
員
会

（
補
正
予
算
）

３
月
７
日　
本
会
議
第
２
日 

　
　
　
　
　

一
般
質
問　
※
中
継

　
　

８
日　
本
会
議
第
３
日 

　
　
　
　
　

一
般
質
問　
※
中
継

　
　

９
日　
本
会
議
第
４
日

　
　
　
　
　

一
般
質
問（
予
備
日
）※
中
継

　
　
　
　
　

議
案
の
審
議　

　
　

10
日　
総
務
消
防
委
員
会

　
　
　
　
　

厚
生
文
教
委
員
会

　
　

13
日　
経
済
建
設
委
員
会

　
　

14
日　
予
算
・
決
算
委
員
会

　
　
　
　
　
（
当
初
予
算
）

　
　

17
日　
本
会
議
第
５
日

■
議
会
中
継
を
ご
覧
く
だ
さ
い

　

本
会
議
の
様
子
を
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

で
放
送
し
ま
す
。
時
間
は
午
前
10
時
か

ら
で
、
終
了
時
刻
は
議
事
の
都
合
に
よ

り
異
な
り
ま
す
。

放
送
チ
ャ
ン
ネ
ル

　

予
算
大
綱
説
明
、
教
育
方
針
説
明
は

12
チ
ャ
ン
ネ
ル
、
一
般
質
問
は
１
１
３

チ
ャ
ン
ネ
ル
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
映
像
中
継
が
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

12
月
定
例
会
を
終
え
て
議
長
か
ら 

〜
信
頼
回
復
に
向
け
て
〜


